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■〈理念〉重要視する教育目標

３．〈論理的思考〉 １）幅広い視野から課題の解決策を考えることができる 

■〈理念〉教育目標

３．〈論理的思考〉 ３）自分の考えを論理的に話し、書くことができる

■〈理念〉教育目標

７.〈他者との協働〉１）自身の責任や立場を理解し、自覚的に行動できる

■〈理念〉教育目標

７.〈他者との協働〉２）他者と協力して課題の解決を図ることができる

■授業概要（目的・内容・方法）

この授業の目的は、将来、起業または企業経営を目指す学生に、どのようにして会社を経営し成長させていくか

、企業経営に必要なマインド及び会社経営の考え方について、基礎的な理解を図ることである。本講義では本学

工学部の卒業生である稲盛和夫氏（京セラ株式会社名誉会長、日本航空名誉顧問）と盛和塾（稲盛氏に学ぶ経営

塾）の塾生との問答録をテキストとして使用する。授業内容としては、稲盛和夫氏の経営観を学習するとともに

、企業経営を超えた基本的な人間観についても学習する。授業は配布資料等による講義を中心とし、毎時間、講

義の後にＡ４、１枚のフィードバックシートを提出していただく。本講義は稲盛アカデミーの専任、特任教員で

ある吉田、牧原、劉の3人が共同で担当する。　　

■学習目標

1．企業経営者に求められる資質への理解を深めること。

2．企業を成長させるためには、何を構築していかなければならないかを理解すること。

3．起業の意義と大義ある目的を掲げることの重要性を理解すること。

4．起業の意義を経済活性化に及ぼす影響についての観点から理解すること。

■授業計画・試験の有無（１６回［初修語は３１回］に分け、回数、授業内容、自学自習等）

1．オリエンテーション、活力ある社風をつくる（１）（吉田）
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2．活力ある社風をつくる（２）（吉田）

3．活力ある社風をつくる（３）（吉田）

4．社員のやる気を引き出す（１）（吉田）

5．社員のやる気を引き出す（２）（吉田）

6．幹部を育てる（１）（牧原）

7．幹部を育てる（２）（牧原）

8．自らを高める（１）（牧原）

9．自らを高める（２）（牧原）

10. リーダーの役割一〇ヵ条（牧原）

11．高収益の基盤を築く（１）（劉）

12.高収益の基盤を築く（２）（劉）

13.高収益の基盤を築く（３）（劉）

14 .挑戦し続ける企業を目指す（１）（劉）

15.挑戦し続ける企業を目指す（２）（劉）

16.指定期日までにレポートを提出       

■授業外学習(予習・復習)

テキストは講義時間に配布するので、復習を中心に学習してください。
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■成績の評価基準

毎回のフィードバックシートの提出（50％）、期末レ

ポート（50％）。レポート提出の要件は3分の2以上の

出席。
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個人で購入する必要はありません。講義中に資料を配
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